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1988年当時、私は厚生省社会局
で老人福祉課長の職にあり、当時
の事務次官の吉原健二氏から、
「これからの高齢者には健康と同
時に生きがいも大事だ」言われ、そ
れを念頭に、さまざまな施策を展開
しました。
そして、「生きがいづくりを手助け
する人材養成」の役割を担うため
に、当財団が設立されたのです。



「健康・生きがい創造士」の育成を
めざして～生きがいの構造と充実へ
の戦略～

中高緒年齢者の健康・生きがいづく
り活動の促進に関する研究会
報告書 （6月）

「生きがい」三人称関係（他人のた
めに何かをする」

「生きがい」にある程度、段階とい
うか、進化していくプロセスという
ものがあるともいえる。

毎日新聞11月24日



6月12日 厚生省より財団法人設立許可

11月21日 設立記念
パーティ

松本吉平 常務理事・事務局長



2月21日 モデル・健康生きがいづくりアドバイザー
養成研修会（富士吉田市）

読売新聞 2月22日

2月21日 モデル・健康生きがいづくり
アドバイザー養成研修会（富士吉田市）



12月14日
日本経済新聞



クロワッサン 12月25日

健康生きがいづくりアドバイザー
池田恭子さん



当財団が発足しましたのが平成3年6月でございまして、早いもので
そろそろ6年を経過します。現在までに全国で1396名のアドバイザー
を認定いたしました。





9月1日読売新聞
支える

幅広し知識と不断の勉強

健康生きがいづくりアドバイザー
荒木利治さん

6月15日 金田一郎理事長 就任
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2002年

第35回健康生きがいづくりアドバイザー

養成研修会 81名



2005年

第１３回健康生きがいづくりアドバイザー全国大会
開催場所：愛知県蒲郡市
テーマ ：愛・地球博「生きいきライフ再発見」
基調講演：「愛・地球博」が語るもの

川村 潔 元NHKキャスター
（財）日本博覧会協会広報報道室担当部長

4月1日 平田豪成 常務理事 就任



2007年

第１５回健康生きがいづくりアドバイザー全国大会

開催場所：大阪府吹田市 11月10、11日

テーマ：「“好っきゃねん人間”de生き方再発見」

基調講演：「生きがいの創造と出会い」高畑 敬一
NALC代表 元松下電器産業㈱常務



2008年

第１６回健康生きがいづくりアドバイザー全国大会

開催場所：千葉県千葉市 11月1、2、3日

テーマ：生きがいメッセ２００８

～めざせあなたのハッピーライフ～

基調講演：「人間力・地域力アップ！

～豊かな地域社会づくりに向けて～

浅野 史郎 慶應義塾大学教授

NPO法人地域創造ﾈｯﾄﾜｰｸ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ代表理事

3月26日 大谷源一 常務理事 就任



2009年

第１７回健康生きがいづくりアドバイザー全国大会

開催場所：滋賀県大津市 11月26、27日

テーマ：次世代と共に、新たなアドバイザー活動に向けて

基調講演：辻 哲夫 財団理事長

6月15日 辻 哲夫 理事長 就任
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2011年
第１９回 健康生きがいづくりアドバイザー全国大会 11月22日

会場：東京大学安田講堂

大会テーマ：「超高齢社会とアドバイザーの役割」

健康生きがい学会第２回大会

11月23日（水・祝）9時20分～17時15分

場所：東京大学安田講堂

特別記念講演：百寿講演

「健康と生きがいと私 ―百寿を迎えて－」

日野原 重明 聖路加国際病院理事長

健康生きがい学会名誉会長



2013年

第２０回健康生きがいづくりアドバイザー全国大会

開催場所：福島県いわき市 2月15、16日

テーマ：忘れまい東日本大震災！応援しよう福島！

第２１回健康生きがいづくりアドバイザー全国大会

開催場所：東京都千代田区10月20日

テーマ：地域の担い手となる健康生きがいづくり

アドバイザー

～地域課題の発掘・共有化・活動領域拡大～



2014年
▪ 発刊： 2014年10月31日（165ページA5判）

▪ 定 価：1,200円＋税

第22回アドバイザー全国大会開催に合せて、
健康生きがいづくりアドバイザーの活動を幅
広くPRするための本を発刊しました。タイト
ルは、「人生は二幕目がおもしろい～超高齢
社会への健康生きがいづくりアドバイザーの
挑戦」。全国各地で活躍する15名のアドバイ
ザーの活動事例等を紹介しています。その
中から５つの活動事例の映像を収めたDVD
付きです。



2014年
第２２回健康生きがいづくりアドバイザー全国大会

開催場所：東京都千代田区 11月8、9日

テーマ：“超高齢社会”～地域を支える人材、今こそアドバイザーの出番！



2015年

朝日新聞埼玉版2015年2月5日に中尾堯川口健生会長の
紹介記事と書籍のPR記事が掲載された



2015年

第２３回健康生きがいづくりアドバイザー全国大会

１１月２２日

会場 川崎医療福祉大学 講義棟２階大講義室

テーマ：「超高齢社会」地域はあなたの活躍を待っている

基調講演

「超高齢社会と健康生きがいづくりアドバイザー活動への期待」

講師 辻 哲夫 健康・生きがい開発財団 理事長



2016年
第２４回健康生きがいづくりアドバイザー全国大会 11月13日

テーマ「きらり輝く ひととまち 元気なアドバイザーの出番です」

会 場：東海学園大学三好キャンパス（愛知県みよし市）

特別講演：日本健康会議2016年

渡辺 俊介 国際医療福祉大学大学院教授



2017年
フレイルサポーター特別養成研修会
市民による、市民のための『フレイル予防』

～フレイルサポーターとして何ができるのか～

飯島 勝矢 東京大学高齢社会総合研究機構教授

フレイルサポーター特別養成研修会
2017年8月29日（火） 於：文京区民センター

フレイル予防の重要ポイントを説明する飯島教授

サポーター養成研修終了後の記念撮影

飯島勝矢教授、神奈川健生及び健生都連ADの受講生

フレイルサポーター特別養成研修会
2017年8月29日（火） 於：文京区民センター

神奈川県の5市町でフレイルサポーター養成研修会が9月以降開始

されることを受け、財団では、その支援サポーターを養成するた
め8月29日、神奈川健生、健生都連のアドバイザーを対象にフレ

イルサポーターの研修会を文京区民センターにおいて開催した。
両協議会合わせて42名のアドバイザーが受講。



2017年
第２５回健康生きがいづくりアドバイザー全国大会 10月7日

テーマ「はじめよう！“おかげさま・お互いさまのまちづく
り”」

基調講演： 「フレイル（虚弱）を予防し、生涯現役を貫く、

サクセスフルエイジングの実現をめざして」

辻 哲夫東京大学高齢社会総合研究機構 特任教授

特別講演：「なぜ老いる？ならば上手に老いるには」

―まちぐるみでの「フレイル予防」－

飯島 勝矢 東京大学高齢社会総合研究機構教授



2017年

健康生きがいづくりアドバイザーの
モデル活動事例

ＤＶＤ
人生二幕目がおもしろい

５５の事例



2018年
1月1日 松浦隆志 常務理事 就任

“新しい5カ年計画”

（１）フレイル予防事業の全国展開を通じてのAD拡大と協議会体制の強化

（２）100歳大学、生きがい就労講座を組入れたAD養成事業システム構築

（３）多世代のアドバイザーのニーズにマッチする情報提供・事業活動支援

（４）ICT活用によるネットワーク整備と会員間コミュニケーション活発化

（５）経営資源の有効活用

4月1日 國松善次 副理事長 就任

吉田隆幸 副理事長 就任

7月3日産経新聞



2018年
第26回健康生きがいづくりアドバイザー全国大会

テーマ：

人生１００年時代 人のつながりで新たなステージへ

１１月１０日（土） 会場：東京大学工学部２号館

基調講演： 「人生100年時代 新たなステージへの展望

とセカンドライフの創造」

辻 哲夫 東京大学高齢社会総合研究機構 特任教授

特別講演：「人生100年時代の理想の生き方・老い方」

関根千佳 同志社大学大学院客員教授



2019年



2019年

滋賀県栗東市・湖南市の実践事例（成果）を基に、「健康生きがい
づくりアドバイザー」を通して１００歳大学の全国的普及展開を図
るべく財団に普及検討委員会を設置



2019年
第27回健康生きがいづくりアドバイザー全国大会

今年のテーマは「人生100年時代生き方が問われる」

～ADの出番と役割～

１0月14日（月・祝）

会場：滋賀県立県民交流センター（ピアザ淡海）

特別講演

『１００歳大学のススメ
～「介護の福祉」から「教育の福祉」へ～』

國松 善次 健康・生きがい開発財団副理事長



2020年
オンライン版「全国地域協議会代表者会議」

11月7日

１、開会挨拶

２、理事長講話

３、コロナ共存下の財団、協議会、アドバイザー
活動方針案

４、「地域協議会活動調査」報告及び全国協議会
代表者発表

・意見交換

(１)「地域協議会活動調査（第１次・第２次）」集計
結果の報告

(２)「協議会活性化モデル」の紹介

(３)各地域協議会からの報告・意見交換

５、講評 國松善次副理事長、辻哲夫理事長

６、閉会挨拶



2021年

6月12日 一般財団法人健康・生きがい開発財団

設立30周年

11月13日 第28回健康生きがいづくりアドバイザー

全国大会（オンライン開催）


